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表中表示 建築可能 用途地域名

建築できない

＊ 上記にかかわらず政令で

特殊扱いがされるもの 建築物用途
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一定の店舗・飲食店等で当該用途部分が２階以下,かつ,床面積の合計

≦150㎡

＊８．下記に掲げるものが建築可能（▶建令130の５の２）

１．日用品販売のための店舗・食堂・喫茶店

２．理髪店・美容院・クリーニング取次店・質屋・貸衣装屋・貸

本屋・その他これらに類するサービス業を営む店舗

３．洋服店・畳屋・建具屋・自転車店・家庭電気器具店・その他

これらに類するサービス業を営む店舗で，作業場の床面積合

計≦50㎡（原動機出力合計≦0.75kW）

４．自家販売のため食品製造を営む，パン屋・米屋・豆腐屋・菓

子屋等で，作業場の床面積合計≦50㎡（原動機出力合計≦

0.75kW）

５．学習塾・華道教室・囲碁教室等の施設

＊９．物品販売店舗・飲食店は建築禁止（▶建法別表２−�−５）

＊８ ＊８ ＊８ ＊９

一定の店舗・飲食店等で当該用途部分が２階以下,かつ,床面積の合計

≦500㎡

＊９．前掲

＊10．建築が可能なものは次に掲げるものに限る（▶建令130の５の

３）。

１．前掲＊８の２〜５に同じ

２．物品販売業を営む店舗（専ら性的好奇心をそそる販売を除

く。）・飲食店

３．銀行の支店・損害保険代理店・宅地建物取引業店舗等

＊10 ＊９

農業の利便増進に必要な店舗・飲食店等で当該用途部分が２階以下,か

つ,床面積の合計≦500㎡

＊９．前掲

＊11．建築可能なものは次に掲げるものに限る（▶建令130の９の

４）。

１．田園住居地域及びその周辺で生産された農産物の販売店舗

２．上記１の農産物を材料として提供する飲食店

３．自家販売のために上記１の農産物を材料とする食品製造業

を営むパン屋，米屋，豆腐屋，菓子屋等（上記１の農産物を材

料とする食品の製造・加工を主目的とするもの）で，作業場の

床面積≦50㎡，かつ，原動機の出力≦0.75kW

＊11 ＊９

◯集▶建法別表２ 用途地域内の建築制限概要③ 用途地域 13− 4
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物の防火・避難関係規制等を見直す建築
基準法施行令の改正内容を解説に織り込
みました。

◆「防火区画等の内装制限の見直し」、「無
窓居室に該当する居室の基準の合理化」、
「排煙設備に関する規定の合理化」、「大
規模な木造建築物等に係る敷地内の通路
等の規定の合理化」等に係る新規告示に
基づき、関連する項目の解説を充実させ
ました。
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